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生きているミュージアム「 」
まもなく100万人目のお客様をお迎えいたします。

『NIFREL（ニフレル）』は海遊館が初プロデュースする、水族館、動物園、美術館のジャンルを超えた「生きている

ミュージアム」として、平成２７年11月19日(木)にグランドオープンしました。

コンセプトは「感性にふれる」。海遊館で培った25年の運営経験を活かし、まるでアートを楽しむかのように、

生きものや自然の魅力を直感的に間近に楽しめる工夫を凝らしています。地球が育む多様ないのちと個性を、

「いろ」「わざ」「すがた」「WONDER MOMENTS」「みずべ」「うごき」「つながり」の７つのテーマごとのインスタレーション

（照明、音楽、映像が融合する体験型の展示手法）で、子どもはもちろん大人の感性も刺激し、心を豊かにします。

また、4月1日から、『春にふれる「生きもののすみか」』と題して、ニフレルの生きものたちの多様な住環境を

ご紹介しています。ニフレルでは、季節性や可変性をテーマとすることで変化を続け、自由な発想から生まれた

豊かな個性を持つ“生きているミュージアム”として進化していきたいと考えています。

大阪府吹田市「EXPOCITY」の生きているミュージアム「NIFREL（ニフレル）」では、平成28年4月9日（土）の

午前中に、昨年11月19日（木）のグランドオープン以来の累計で100万人目のお客様をお迎えする見込みです。

達成当日は、感謝の気持ちをこめて「入館者100万人達成記念セレモニー」を開催し、この記念すべき100万

人目のお客様に、ニフレル館長の小畑洋(おばたひろし)より、記念品をプレゼントします。

1. 100万人目のお客様が入館改札口を通過、拍手で祝福
2. 記念セレモニー開始
3. ニフレル館長の小畑洋より、ご挨拶と記念品のプレゼント
4. 100万人目のお客様にインタビュー
5. 記念セレモニー終了

【「ニフレル入館者100万人達成記念セレモニー」について】

【取材をご希望の方は、詳しい時間、内容をお知らせ致しますので、事前にご連絡願います。】



２０１６．４．８

SEET－２/２

約4,100台（EXPOCITY全体駐車場）


